
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  恵那高等学校 学校運営協議会  （第３回） 

 

２ 開催日時  令和７年２月５日（水） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  恵那高等学校 会議室 

        開催にあたり授業参観を実施した。 

 

４ 参 加 者  会  長  伊藤 勝彦     恵那市議会議員 元恵那東中学校長 

                副 会 長    鎌田  基予子    元恵那市教育委員  

本校100周年記念事業副実行委員長                       

                委  員    秋山 浩司   東海神栄電子工業代表取締役社長 

阿部 伸一郎  本校同窓会長 セントラル建設(株)社長 

新井 麻美   恵那くらしビジネスサポートセンター 

岡田 庄二   恵那市教育長 （欠席） 

              西尾 英憲   恵那市立恵那東中学校長 

              西山 陽祐   ＰＴＡ会長 

蜂谷 明子   蜂谷医院医師 （欠席） 

本多 京子   本校卒業生 

                                                                 

              学 校 側    森岡 孝文     校長 

                         酒井 里美     事務部長 

髙橋 廣和     教頭 

                            粥川 責也   教務主任 

渡瀬 佳吾   生徒指導主事 

林  正幹   進路指導主事 

石原 泰三   保健主事 

工藤 志栄   探究企画部長 

佐々木 俊哉  探究理数科部長 

後藤 和世   研修主任 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）令和６年度自己評価及び学校関係者評価について（以下各部より説明） 

①教務部（研修部）②生徒指導部③進路指導部④保健厚生部⑤探究企画部⑥探究理数科部 

意見１：本日の授業を参観して、また今年度の生徒の活躍や恵那高校の取組みについて記載

されている「恵那高ニュース」を拝見し、恵那高校の教育活動のすばらしさや豊か

さを改めて感じた。 

意見２：授業の様子を見て、外国人研究者の質問に応答する生徒の姿に恵那高校の教育力を



感じた。また、自分の研究とは関連のない研究に対しても質問できる生徒の姿に感

心した。一方探究活動と進路実現のマッチングは難しいかもしれないが、探究活動

を通して進路を実現した生徒の情報があると更に探究する生徒の意欲をあげられる

のではないか。 

⇒一例ではあるが、卒業生の中には心理に関する探究活動を行い、現在大学で社会学につい

て研究している生徒もいる。理数科卒業生については追跡調査を行っている。在校生にそ

のような情報も提供していきます。 

意見３：恵那高校生の姿が中学生にとってよい手本となっている。中学生と高校生の学力の

差が大きくなっているように感じる。恵那高校での取組みを見て、感動とか面白さ

を感じられることが学習意欲につながっていると感じた。中学校での教育活動にも

生かすことができるヒントを得られた。 

意見４：「恵那高ニュース」に、生徒の生き生きした姿が見られる。１年次生の総合的な探

究の時間での取組みに、社会とつながる学習が行われていると感じた。 

意見５：前回の学校運営協議会において、探究学習の一貫で地域と連携して地域の課題につ

いて、普段の学習で身に付けた課題解決能力を生かして市に提言できたらすばらし

いと話したことをすぐに実行されたことに、恵那高校の持つ教育力を感じた。 

意見６：内発的な「問い」に基づいたテーマで探究することが、面白さや学習する意欲につ

ながっている。また他者や校外の人と交流することによって新たな発見に結びつ

く。そのような機会、例えば企業展などに出向くなどの機会を設けてはどうか。 

⇒来年度の検討事項とします。 

意見７：「生徒が運営するＬＨＲ」は大学や社会に出てから必要とされる自ら企画・運営す

る能力を育成するよい取組みである。そのようなよい取組みを広く知ってもらうた

め、情報発信特にホームページの改修に取り組んでもらいたい。また以前も提言し

たインスタグラムでの広報を検討されているので、ぜひ運用してほしい。 

⇒ホームページついては新着情報が見やすくなるように改修する予定です。インスタグラム

については生徒会を主体として運用できないか検討している。 

意見８：生徒が自分の探究活動の成果を発信する取組みは大変重要である。しかしまだ伝え

る能力はまだまだのように感じた。思いや考えを伝える技術を習得する機会を設け

てほしい。 

⇒プレゼンテーション講座は実施しているが、表現力を高めるための方策を検討します。 

 

（２）スクール・ミッション、スクール・ポリシーについて 

意見１：スクール・ミッションは恵那高校の社会的及び地域の役割を表している。 

意見１：スクール・ポリシーの「ときめきと感動」という言葉が恵那高校の取組みを表して

いる。 

意見２：スクール・ポリシーは生徒にとってわかりやすい言葉になっている。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・学校運営協議会での検討事項を着実に学校運営に生かしていく。 

・スクール・ミッション、スクール・ポリシー共に承認された。 

・恵那高校の姿を外部に示せるよう今後もしっかりと広報していく。 


